
クイズの解説

第17回 子どもの便秘（2020年8月18日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅰ 生後6ヵ月～＞

受診の目安

① 体重が増えにくい

② ウンチが出ない日は
食欲がなく、出た日は
食欲が出る

③ りきんでもなかなか
ウンチが出ない

④ お腹が見た目にも
張っている

離乳食がはじまる生後6ヵ月くらいから、便秘になることがあります。

子どもは、便秘になりやすい３つの時期があります。

最初に便秘がみられるのは、離乳食がはじまる（乳児期）生後6ヵ月頃です。それ以前は、ミルクを飲む時に空気を一緒に吸い込むことで、お腹にガスが
溜まっている状態です。ガスがたまり過ぎると夜泣きの原因になります。一方、生後6ヵ月以降の赤ちゃんが便秘になりやすい理由としては、仰向けに寝ている
状態で排便するため、座って排便するよりも大変であることと、上手に「りきむ」ことができないことがあげられます。

次に便秘になりやすい時期は、トイレットトレーニング期（幼児期）です。自分の意思でお尻をゆるめてウンチを出せるようになりますが、ウンチをがまんで
きるようにもなり、遊びに夢中になると、がまんしてしまうことがあります。そうすると徐々に腸が伸びて、だんだん便秘しやすい体質になります。幼児期に、保護
者が子どもの便秘をみつけて治療することが大切です（右図：「受診の目安」 を参照） 。

小学校入学期（学童期）も環境の変化（新生活を迎えて緊張している、登校前に排便の時間が取れない、授業中に便意を催してもすぐには行きにく
い）等の原因で便秘になりやすくなります。小学生になってから便秘で受診する子どもには、「遺糞（いふん）症」といって、お腹の中がウンチでいっぱいになっ
て、漏らしてしまう場合があります。小学校入学までに、睡眠や食事のリズムとともに排便のリズムをつけ、努力して排便しなくても、身体が勝手に動いてくれ、
毎朝、自然に排便できるような体にしてあげることが大切です。

便秘には食事が関係しているので、何でも食べられる子どもであれば、食物繊維が豊富な食材を使ったメニューにして、水分もしっかり取りましょう。ただし、
便秘の改善によいといわれる食べ物でも、それが食べられない子どもの場合は薬で治療をしましょう。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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